
 

 

 

 

 

「聴くこと」 そして話すこと 
 

入梅したものの雨の少ない日々が続いていましたが、徐々に梅雨空も増えてきました。 

 さて、今月は１年生の「三者面談」を行いました。入学以来約２ヶ月が経ち、中学校生活に慣れ

てくると同時にいろいろと悩みや心配事も出てくる時期ですが、改めて生徒と保護者の方、担任と

の間で思いを伝え合う貴重な機会となりました。実際、面談させていただくと、勉強が難しくなっ

てきて心配しているといった学習面の話題はもちろんのこと、人間関係や携帯電話（特にＬＩＮＥ）

の使い方に関する心配事、学校とご家庭の連携のあり方など、幅広い内容でお話し合いを進めるこ

とが出来ました。以前、行いましたスクールカウンセラーによる全員面接と併せ、新入生の健全育

成にとって大変有意義な時間になったと考えております。 

 そして、毎年６月は、東京都の公立学校全体で「ふれあい月間」としての取組を行っています。

本校でも全生徒対象のいじめや困りごとに関するアンケート、前段で紹介した１年生をはじめとし

た生徒面談の機会を積極的に持つようにしています。ところで、以前ある研修会で「教師はとかく

話し過ぎ、説明し過ぎになりがちだから、十分自戒する必要がある」という話題が出されました。

このことを私たち教職員は、授業に臨む際にも気をつけなければなりませんが、特に「面談・相談」

といった場面では、話し過ぎないことが大切であると考えます。そこでは「話す、聞く」の順序で

はなく、まず「聴く」ことありきという風に発想を転換しなければなりません。人に悩みを話すと

いうのは勇気のいることです。そうした繊細な思いを受け止めるための「聴く」姿勢があれば、き

っと相談も深まっていくと思います。 

 今月の全校朝礼の際に、相談ということに関して私自身が中学２年生の担任をしていた時の体験

談をお話ししたので紹介いたします。当時、そのクラスに活発で明るい一人の女子生徒がいました。

その生徒がある日を境にして、ぼんやりして、活気が感じられなくなったのです。「どうしたのかな」

と思っていると、ある放課後「先生、ちょっと話を聞いて」と言ってきました。話の内容は、それ

まで仲良くしていた数人の友達とうまくいかなくなってしまい、辛いということでした。その時私

は話を聞き終えた後、接し方を変えることや、他の話しやすい人と話すようにしたらという程度の

アドバイスしか出来ませんでしたが、しばらくすると、彼女に笑顔が戻り、元の友達と楽しく話し

ている姿も見られるようになりました。その生徒は、自分で一歩を踏みだし、人間関係を取り戻し

たのだと思いますが、その過程で、私に話をしたことが一つのきっかけになったのかも知れません。 

 人間関係の第一歩は人に話をすることと同時に、話しかけられた人がその話をよく「聴く」とい

うつながりから始まります。そして、よりよく「聴く」ことに必要なのは思いやりであり、相手の

立場に立とうとする姿勢です。小さな心配事も友達や先生に話すことでよりよい解決につながって

いく、そんなまごころあふれる学園中にしていきたいと願っています。 

 

練馬区立大泉学園中学校 
平成 29年 6月 28日発行   校長 晴佐久和彦 



情報モラル講習会 
 6 月２日（金）の午後、情報モラル講習会を行いました。５時間目に

２年生対象、そしてその後に保護者・地域の方を対象に 2部構成で講習

会は進みました。 

 第 1部、生徒対象の講習会では、クイズや映像を織り交ぜながら、「投

稿」すると、その情報がその後どうなっていくのかということや、ネッ

ト依存などについて分かりやすく教えていただきました。 

 第 2部、保護者・地域の部では、子どもの答えを引き出す声かけの具

体例やネット利用に関するルール作りのポイント、また、子どもたちが

よく使っている用語（「スクショ」「鍵アカ」など）の意味について教え

ていただきました。 

 参加した、生徒・保護者の方の感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、子どもにとっても、親にとっても、親子関係の中でも、一番と言ってもよいくらい関心の

ある情報をたくさん知ることができた。日々進化していく中で、家族のルールをしっかり作り、

守らせていくことが基本になると実感した。コミュニケーションのきっかけとなる用語もあった

ので、話し合いを続けていきたい。                   １年生 保護者 

 自分が中学生だった時にはなかった環境の中にいる我が子の感覚が分からない時があります。

話をする機会を親からも作って、何かあれば相談し合える状況にしておきたいと思いました。イ

ンターネットに関しては、「分からない」ではなく、勉強していこうと思います。 

２年生 保護者 

トラブルの実例以外にも、アプリやデバイスなどの面からなぜ問題が起こるのかということを

知ることができ、とても勉強になりました。とても恐ろしい環境にいるのだと思いました…。我

が家は親ガラケー、子情報端末なしが目下の状況ですが、避けては通れない問題と痛感しました。

家族みなで話し合っていきたいと思います。               ２年生 保護者 

インターネットについてもともと危険だと知っていたけど、講習会を聞いて改めて気を付けて

使わないとだめだなと思いました。いきなり架空請求の画面が表示されたらびっくりしますよ

ね。今日、良い対処法教えてもらったので、そうなったら気を付けます。これからも使い方に気

を付けて使っていこうと思います。                    ２年生 生徒 

 私は今回の情報モラル講習会を通して、自分が軽い気持ちで撮った写真でも、犯罪につながっ

てしまうことがあるということ、一度投稿すると自分が消してもその画像は残り続けてしまうと

言うことが改めてよく分かりました。私も写真などを投稿する時には、これは本当に投稿しても

大丈夫なのか、確認してからにしようと思います。             2年生 生徒 



福祉講演会を終えて 
第２学年では９月に行われる職場（福祉）体験学習に向けて、都立大泉桜高等学校より前田朋乃

先生にお越しいただき、講演を行っていただきました。人間とは何か、人間と動物の違いについて

のお話から、福祉体験学習ではいろいろな人と関われるようになること、いろんな人の考え方や感

じ方を理解できるようになること（＝コミュニケーション能力を身につける）を目的として、「人を

幸せにすること、人に喜んでもらうこと」で素敵な人生を送ってほしいというお話をいただきまし

た。また、実際に福祉施設でお年寄りや障害のある方への接し方を教えてくださいました。短い時

間でしたが、動きを入れながら、有意義に学べた講演会でした。     担当：宮坂 春子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本からの挑戦状 
 ６月は読書月間でした。お昼の放送では、「本と教科」を共通テーマとして、図書館支援員の方か 

ら本の紹介をしていただきました。（支援員の方がいない日は、放送委員がいただいた原稿を読みま

した。）また、６月 19日（月）の放課後には、図書委員会主催で「本からの挑戦状」を行いました。 

 「本からの挑戦状」では、参加者は、まず受付で参加者用カードを受け取り、問題用紙を選びま

す。そして、出題された問題の答えを図書館内の本を読んで探します。２問以上正解できると、「本

の探検家認定証」（個人の貸し出し用カード）を発行してもらえます。 

 こういった機会をきっかけに、日頃あまり読まない本にも触れたり、読書への興味・関心を高め、

日常的に読書に親しむ生徒が増えてくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

              前田先生のお話を聞いて     ２年Ｂ組  女子 

 体験しながら楽しめる講演会で、９月にある福祉体験学習の予習としても有意義な学習時間とな

りました。人間は、弱肉強食ではなく、弱者も一緒に生きていると聞き、人は偉大だと思いました。

そしてコミュニケーション能力や協調性の向上には、私たちが第一に他人を思うことだとも思いま

した。これから進学、就職していく私たちの一つの武器として使っていきたいと感じました。また、

福祉士や医療関係の仕事、つまり人を思う責任のある仕事を目指す人が少しでも増えることも、今

の福祉の向上につながるのではないかと思いました。今、私たちができることは、今回の講演会の

内容を深く理解・吸収し、さらに発展させて一人一人のできることを考えることだと感じます。そ

して、その一人一人のできることとして、９月の福祉体験学習に真面目に取り組むというのもある

と私は思います。人のためになる仕事をしている方をしっかりと見て、さらに体験もできるという

機会を大切に、これからにうまく活用することができるようにするのが大事だと思います。                                       



第 1回 学校評議員会 
６月１５日（木）、今年度第 1回の学校評議員会が開催されました。校長あいさつ、評議員の委嘱、

自己紹介のあと、今年度の学校経営計画と各学年経営計画、学校予算について説明をさせていただ

き、意見交換を行いました。評議員の方からは、「特別な教科道徳」の実施に向けた準備や、学校の

ルールを守れない生徒への対応、違いを認めながら、自分の思いを伝える力などについて話題がで

ました。また、小学生が中学生の姿を見て、家で話をしていることなども伺いました。「後に続く後

輩達は、先輩である学園中生の姿を見ている」ということを自覚し、日頃から責任ある行動を心が

けなければならないということも話題となりました。 

また、学校だよりや学年通信だけでなく、学校ホームページの更新の頻度をあげることで、もっ

と情報を提供すると良いというご助言もいただきました。いただいたご意見を基に、改善に取り組

んでいきたいと思います。ご参加くださった評議員の皆さま、ありがとうございました。 

 

部活動の主な大会結果と記録 
 ５月に始まった夏季総合体育大会もいよいよ終盤にさしかかってきました。残念ながら途中で敗

退してしまった部、勝ち上がり、次のステージを目指している部など様々です。６月２５日までの

各部の大会結果をお知らせします。 

☆野球部  vs石西中 0-7● 

☆バスケットボール部〈女子〉vs豊玉中 12-112●〈男子〉vs都大泉中 68-47○ vs光二中 33-99● 

☆サッカー部 

予選Ｌ vs光四中 8-1○ vs南が丘中 2-1○  vs光一中 5-0○ vs関中 0-1●   予選第 2位 

  決勝Ｔ vs開四中 1-2●  敗者復活戦 vs光二中 2-1○  vs三原台中 1-4● 

☆女子バレーボール部  

予選Ｌ vs豊二中 2-0○  vs開一中 2-0○  予選第 1位 

  決勝Ｔ vs光三中 2-0○  vs三原台中 2-0○ 

      vs開四中 1-2●   練馬区第 2位 

  第 3ブロック大会 予選Ｌ 

      vs高井戸中 2-0○  vs宮前中 2-0○ 

      vs大北中 2-1○   予選第 1位  →都大会出場権獲得 

☆陸上競技部  男子 110MH・男子１年 1500M・女子３年 100M・女子共通 800M 

        共通女子 4×100M ﾘﾚｰ・女子共通 1500Ｍ   →都大会出場権獲得 

 

 

 

 

 

 


